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厳しいものとされている。中心となる粗筋は「父と母からの精神的影響を強

く受けたEthanFromeが、病気がちの妻Zenobia(Zeena)のために家事

手伝いに来ていたいとこのMattieSilverと心中未遂事件を起こして大怪我

をし、最終的に3人で共同生活を送らざるをえない状況になる」というもの

である。この事件自体は24年前の出来事であるが、ふとしたことからEthan

と出会うことになった発電所建設にかかわる電気技師の語り手が、町の人た

ちやEthan本人からの情報を集めて、この事件にまつわる物語を再構築す

ることで作品が出来上がっている。時代としては、20世紀への変わり目の頃

で、鉄道が建設されつつあり、電気の需要が伸び、現代的生活が始まろうと

いう時期に当たる。

本論考は主要登場人物相互の関係に注目し、それがどのような関係性を有

しているのかを分析しようとするものである。

1

最初に、EthanFromeを見てみたい。この人物は自分の頭の中の考えを

言葉に表すのが苦手な人物、いくつかのぼんやりとしたイメージは浮かぶが、

それをうまく言葉にできずに黙ってしまうか、さもなければありきたりな言

葉を言ってしまう人物として描かれている。批評家Leeが指摘しているよう

に、"astoryofsilenceandspeechlessness,numbness,anddumbness"

(375）の中心人物である。

まず、次の引用部分を検討してみたい。大事故から24年後の52歳のEthan

が、語り手の電気技師と「最近の生化学(bio-chemistry)についてのいく

つかの発見」（8）が書いてある大衆科学の本について会話を交わす場面であ

る。

"TherearethingsinthatbookthatIdidn'tknowthefirst

wordabout,"hesaid.

Iwonderedlessathiswordsthanatthequeernoteof

resentmentinhisvoice・Hewasevidentlysurprisedandslightly

aggrievedathisownignorance.
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"Doesthatsortofthinginterestyou?"Iasked.
"Itusedto."

"Thereareoneortworathernewthingsinthebook:there
havebeensomebigstrideslatelyinthatparticularlineofresearch."
Iwaitedamomentforananswerthatdidnotcome;thenIsaid:

"Ifyou'dliketolookthebookthroughI'dbegladtoleaveitwith
you.”

Hehesitated,andIhadtheimpressionthathefelthimself

abouttoyieldtoastealingtideofinertia；then，“Thankyou-I'll
takeit,"heansweredshortly.

Ihopedthatthisincidentmightsetupsomemoredirect

communicationbetweenus…Butsomethinginhispasthistory,or
inhispresentwayofliving,hadapparentlydrivenhimtoodeeply
intohimselfforanycasualimpulsetodrawhimbacktohiskind.
(8-9）

これはEthanのコミュニケーション能力の欠如を示す好例である。彼は

｢科学に関心があった」ことは認めながらも、会話を促すための「最近の研

究成果」の話題については反応を示さず、本を貸すという申し出についても

｢跨踏」し、「押し寄せてくる無気力の波」に身をまかせようとしているよう

に見える。語り手はこの本をきっかけとして会話が容易になることを期待す

るのであるが、ふたりの会話は弾まない。語り手は「無気力の波」と呼んで

いるが、Ethanはもともと無口であり、内面的なもの、心に浮かんできた

イメージをうまく言葉に表すことができないのである。語り手にもその原因

が「過去の出来事か、現在の生活によるものか」理解できないほどである。

彼は若いころに工業大学で1年間のコースを受講し、物理学の実験を手伝っ

たことがあり、科学には関心を持っていた。それで、冬の夜の澄み切った空

気の様子を"It'slikebeinginanexhaustedreceiver"(13)のように、

真空状態のガラスの壷に職えてもいる。この比職から、当時の最先端の実験

を手伝っていたことがEthanの生活に少し影響していることが分かる。し

かし、それは30年ほど前の若い頃のことであり、父親の事故によって大学で

の研究をあきらめてから、Ethanは雪に閉ざされた生活を送って来た。そ

の証拠に、時代から取り残された52歳の彼は、今の時代の最先端科学である
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「生化学」についての一般解説書を全く理解できない。そのことが、時代の

先端の技術に通じている語り手との会話を成り立たせなくさせる原因と考え

ることができる。今でもある程度の関心はあり、跨踏しながらも語り手の本

を借りるのではあるが、これをきっかけに語り手と話をするようになるかと

いうと、そうはならない。Ethanは、今の時代に生きる語り手とコミュニ

ケーションを取るための共通の言葉を見つけることができないために、話を

することができず、さらには話をすることをあきらめてしまうことになる。

Wolffが指摘する"thedeepmutenessofhisnature"(140)の状態であ

る。つまり、Ethanは外界との接触を遮断された「真空の壷」の中で生き

ているのであり、外部とのコミュニケーションを成り立たせることができな

い。

2

では、若い頃のEthanはどうであったか。24年前の心中未遂事件直前の

場面を見てみよう。教会でのダンスに出かけたMattieをEthanが迎えに行

き、ダンスの様子を教会の窓からうかがい、それが解散になった後の

Mattieとの会話を描写した部分は次のように書かれている。

"IfyouthoughtIhadn'tcome,whydidn'tyouridebackwith
DenisEady?"

“Why，wherez"e『eyou？Howdidyouknow？Ineversawyou1”

Herwonderandhislaughterrantogetherlikespringrillsin

athaw・Ethanhadthesenseofhavingdonesomethingarchand

ingenious.Toprolongtheeffecthegropedforadazzlingphrase,and

broughtout,inagrowlofrapture:"Comealong."(20)

寒い冬の屋外であるにもかかわらず、ふたりの会話はまるで恋人同士である

かのように春の陽気を帯びている。「イーサンはいたずらっぽい、気の利い

たことをやったような気分になった。その効果を引き延ばすために、目の舷

むような言葉を見つけようとした」のであるが、出てきた言葉は喜びを込め

たﾛ申くような「行こう」という言葉にすぎない。EthanはZeenaと結婚し
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ているのであるから、Mattieとの間に恋人関係を成立させることは許され

ないことである。それは苦しみであると同時に、Zeenaとの関係が冷え切っ

ているEthanにとっては、生きる糧ともなっている。「歓喜のﾛ申き声」とい

う「歓喜」と「苦‘悩」の両方の感情を表す表現にそのことが見事に描写され

ている。

では、そもそもこのような性格になった原因はどこにあるのか。それを知

るためにはEthanの両親について見てみなければならない。もともと貧乏

ではあったが、父親が事故で亡くなってからは、母親の方も精神に異常を来

たし始め、手伝いとしてZeenaがフローム家へやって来る。結婚前のその

頃の状況は次のように描写されている。

Therethesilencehaddeepenedabouthimyearbyyear.Left
alone,afterhisfather'saccident,tocarrytheburdenoffarmand

mill,hehadhadnotimeforconvivialloiteringsinthevillage;and
whenhismotherfellillthelonelinessofthehousegrewmore
oppressivethanthatofthefields・Hismotherhadbeenatalkerin

herday,butafterher"trouble"thesoundofhervoicewasseldom

heard,thoughshehadnotlostthepowerofspeech.Sometimes,in
thelongerwinterevenings,whenindesperationhersonaskedher

whyshedidn't"saysomething,"shewouldliftafingerandanswer:
"BecauseI'mlistening";andonstormynights,whentheloudwind
wasaboutthehouse,shewouldcomplain,ifhespoketoher:
"They'retalkingsoouttherethatIcan'thearyou.

”

Itwasonlywhenshedrewtowardherlastillness,andhis

cousinZenobiaPiercecameoverfromthenextvalleytohelphim
nurseher,thathumanspeechwasheardagaininthehouse…After
thefuneral,whenhesawherpreparingtogoaway,hewasseized
withanunreasoningdreadofbeingleftaloneonthefarm;and
beforeheknewwhathewasdoinghehadaskedhertostaythere
withhim.Hehadoftenthoughtsincethatitwouldnothavehappened
ifhismotherhaddiedinspringinsteadofwinter…(29-30)

父親の死後は農場と製材所の負担が増え、続く母親の狂気によって、お喋り

であった母親が喋らなくなり、家庭内では言葉が禁じられる。過剰な言葉に

支配された生活と、言葉を全く禁じられた生活を交互に体験し、Ethanの
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精神も病んでいく。沈黙することも言葉を発することも禁じられたEthan

には、生き残るためには言葉に翻弄されることなく、ただ単に生活を続ける

ことしかなかった。そして、母親の死後、Ethanはその静寂に耐えられなく

なり、「自分でも何をしているか分からないうちに｣、結局、看護師として手

伝いに来ていたいとこのZeenaに結婚を申し込むことになる。だが、この結

婚は静寂への恐'怖心、「取り残されること」への恐′怖心からの結婚であった。

したがって、当然"aterriblemarriage"(Lee380)であり"catastrophe"

(Nevius132)であった。しかし、Ethanはこのスタークフィールドの町か

ら出て行かない。それはちょうど、何かを表現するために素晴らしい言葉を

探そうとしても、結局は何も言葉が出てこないのと同じことなのである。現

状に不満があっても、それを打破するための行動に踏み出すことはない。こ

の田舎の小さな町では、冬の間、人々が雪に閉じ込められて何もできないの

と同じことである。Ethanの場合は特にそれが顕著であると考えられる。

Leeの表現を借りれば"theproductsoftheirenvironment"(375)とい

うことになる。

Ethanの母親の死後、Zeenaが体調を崩し、いとこのMattieが家事の手

伝いにやって来ることはすでに述べたところであるが、Ethanは次第に彼

女に惹かれて行く。作者Whartonが、その様子をEthanの視点から

"Zeenaherself,fromanoppressivereality,hadfadedintoan

insubstantialshade.Allhislifewaslivedinthesightandsoundof

MattieSilver,andhecouldnolongerconceiveofitsbeingotherwise."

(18）と描写しているように、Zeenaは「重苦しい現実」と結び付けられて

背景に退き、Mattieの「姿と声」が彼の生活を支配し始めるのである。し

かし、先の引用のように、彼はこの感情を直接的に言葉で表現することはで

きず、歓喜と苦悩の板ばさみになる。

そして、このコミュニケーション能力の欠如が悲惨な事故へとつながって

行く。たとえば、Mattieと一緒に西部へと駆け落ちしようと考えて、Zeena

に置手紙を書こうとする場面にもそれがよく表れている。
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"Zeena,I'vedoneallIcouldforyou,andIdon'tseeasit's

beenanyuse.Idon'tblameyou,norIdon'tblamemyself.Maybe

bothofuswilldobetterseparate．I'mgoingtotrymyluckWest,

andyoucansellthefarmandmill，andkeepthemoney－
”

Hispenpausedontheword,whichbroughthometohimthe

relentlessconditionsofhislot.Ifhegavethefarmandmillto
Zeenawhatwouldbelefthimtostarthisownlifewith？…

Hedrewthelanternnearerandeagerlyscannedthefares[on

theadvertisingsheet];thenthepaper[theBettsbridgeEagle]fell

fromhishandandhepushedasidehisunfinishedletter.Amoment

agohehadwonderedwhatheandMattieweretoliveonwhenthey

reachedtheWest;nowhesawthathehadnoteventhemoneyto
takeherthere.Borrowingwasoutofthequestion…Theinexorable

factsclosedinonhimlikeprison-wardershand-cuffingaconvict.
Therewasnowayout-none・Hewasaprisonerforlife，andnow

hisonerayoflightwastobeextinguished.(54-55)

実際に駆け落ちをして幸せになった男の話を思い出して、Ethanも同じよ

うにしようと考えを巡らし手紙を書き始める。「Zeenaのためにいろいろやっ

てきたが、うまくいかなかった。お前も悪くないし、俺も悪くない。別れた

方がお互いのためだろう」と、前向きな考え方で手紙を書き始めるが、

Zeenaには残せるものが何もないどころか、自分自身も西部へ行くお金さえ

ないことに気付き、結局は計画を断念せざるを得なくなり、手紙を書くこと

を止めてしまう。つまり、自分の考えを表現することを止めてしまうのであ

る。行動を起こす前に、生活の重荷という刑務所から逃げ出すことのできな

い「終身刑の囚人」として、惨めな生活を送らねばならないことがはっきり

と想像でき、それから先に進むことができない。彼にとっては現在の状況も、

そして未来の状況も、「出口のない閉塞状況」であることが分かる。またし

ても、それは雪に閉ざされた冬のスタークフィールドの状況と同じである。

ただし、このことはEthanにとっては好都合であったかもしれない。行動

を起こすことが無意味であると分かったからには、スタークフィールドで生

活を続けるしかない。つまり、もはや行動を起こす必要がないことが歴然と

しているのであるから、考えることも、言葉を探す必要もなくなったのであ

る。ただ黙々と生き続けるしかないということである。
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先に述べたように、Ethanは、Zeenaとは自分の考えも分からないまま

に、静寂に耐え切れずに結婚してしまった。したがって、手紙に一旦書いた

ように、Zeenaとは「別れた方がお互いに良い」と分かっているとしても、

結婚の責任はEthan自身にある。たとえ、後述のように、そこにZeenaの

策略があったとしても、である。また、「母親がなくなった時期が春であっ

たならば状況は変わっていたであろう」と考えることもあるが、これも口実

にすぎない。Ethanには母親の代わりになる人物が必要なのであり、母親

の死が暖かい春であったにしても、結局は同じことになっていたと思われる。

｢取り残されることの恐‘怖」から救ってくれるZeenaは身近な存在であり、

彼女が病気がちであることはEthanの存在意義を高めてくれもする。つま

り、自分の生きる意味はZeenaにあることが分かる。こうして、結局、彼

はZeenaにも依存して生きて行くしかないのである。つまり、Wolffが指

摘しているように、EthanとZeenaは、"mutualcommitmenttothe

habitsofcare-taking"(141)、つまり「相互扶助」の関係にあると言える。

これは「共依存」と呼び変えてもよいであろう。

「共依存」とは臨床心理学の分野で使われている言葉であり、きわめて単

純化して言うと、たとえばアルコール依存症などの場合に、「アルコール依

存症者が妻をふりまわしながら依存を深め、妻はその夫にケアを与え続ける

ことで自分に依存する夫に依存する」という構図（信田49）である。同じ

構図がEthanの場合にもあてはまる。発展的な方向ではなく、マイナスの

方向へと向かう相互依存の関係がふたりの間に存在しているのである。

3

次にMattieSilverの場合はどうであろうか。フローム家にやって来た当

初は、彼女は20歳と若く、活発で明るい性格をしており、何かにつけ、

Zeenaと対照的な人物として描写される。彼女は、ちょうどZeenaが

Ethanの母親の看病のために手伝いに来たのと同じように、病気がちになっ

たZeenaの身の回りの世話をするためにフローム家にやって来るのである。

その名前が示すように、彼女の明るさは、Ethanには喜びと希望になり、
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Zeenaには苦痛の種となる。先述のように、「歓喜と苦悩」をもたらす人物

ということになる。また、EthanとMattieがお互いに好意を寄せているこ

とは何度も暗示されるのだが、それが直接的に言葉に表されることは事故の

直前までほとんどなく、ふたりのしぐさや言葉の行間を読み取ることによっ

てのみ察知されるものである。

最初にふたりの関係がそれとなく示されるのは、教会でのダンスの帰りの

場面である。Mattieが結婚することになったら、フローム家を出ていくこ

とになるだろうという話題をEthanが持ち出した時のことである。

Sheturnedonhimwithasuddenflashofindignation."You'dought
totellme，EthanFrome-you'doughtto1Unlessyouwantmetogo
too-”

"Iguesswe'llneverletyougo,Matt,"hewhispered,as

thougheventhedead,loversonce,mustconspirewithhimtokeep.

her;andbrushingbythegraves,hethought:"We'llalwaysgoon
livingheretogether,andsomedayshe'lllietherebesideme."

Heletthevisionpossesshimastheyclimbedthehilltothe

house.Hewasneversohappywithheraswhenheabandoned

himselftothesedreams・Half-wayuptheslopeMattiestumbled

againstsomeunseenobstructionandclutchedhissleevetosteady

herself.Thewaveofwarmththatwentthroughhimwaslikethe

prolongationofhisvision.Forthefirsttimehestolehisarmabout

her,andshedidnotresist.Theywalkedonasiftheywerefloating
onasummerstream.(21-22)

Mattieは急に腹を立てて、まるでEthanの母親であるかのように、"Ethan

Frome"という名前を使って彼を叱り付ける。これはEthanを操る際に非

常に効果的なやり方である。事実、これは奏功し、Ethanは母親に叱り付

けられたときのように、ぽそぽそと咳くことしかできない。また、その時に

彼の頭の中に浮かぶ将来のイメージは、ふたりの将来を明らかに暗示するよ

うな「僕たちはいつも一緒にここで暮らし続けて、いつかは彼女は僕の傍ら

に眠るだろう」というものである。生きていくために、Ethanには支える

べき対象が必要であり、それは母親でもMattieでも、またZeenaでも良い。
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自分が必要とされることが彼の生きる糧なのである。この場面では、Mattie

と母親のイメージが重なってEthanに覆いかぶさっているように見える。

Wharton自身が認めているように、それはちょうどスタークフィールドの

冬の重苦しい雪のようでもある(Backuﾉα『･dGlα"ce68)。

ふたりが丘を上って家路に就くときに、彼はそんな夢に身を任せ幸せを感

じているが、坂道の途中でMattieが何か目に見えないものに蹟き、倒れま

いとして彼の袖を掴む。その瞬間、暖かい波が彼の体を通り抜け、初めて彼

は彼女に腕をそっと回し、彼女もそれを拒否しない。ふたりは幸福感にあふ

れ、非常に寒い冬の夜であるにも関わらず、「まるで夏の小川の上を漂うよ

うに」歩き続ける。ここは、お互いに好意を抱いていることを示す場面であ

る。もちろん、この場面で蹟いた「何か目に見えないもの」とは、目に見え

ないZeenaの存在である。後述するように、このふたりの親密度が増しそ

うになると必ず、Zeenaを暗示するものが登場したり、Zeenaに関わる出来

事が起こったりする。

しかし、これは同時に、MattieがEthanの運命を狂わせてしまう「運命

の女」であることをも暗示している。財産も身寄りもないMattieにとって、

この時代の男中心の社会でひとりで生活していくことは容易なことではない。

以前、店員の仕事をやったこともあったが、体を壊してしまい、無理ができ

なくなってしまった。その結果、簡単な家事くらいしかできなくなり、誰か

に頼って生きて行くしかなくなったのである．そういう状況にあると、とり

あえず身近にいて頼ることができるのは、それほど年も離れていない

Ethanということになる。確実に自分の味方をしてくれることが分かるの

で、与しやすいのである。このようなMattieを取り巻く社会状況に関して

は、Chambersも作者自身の社会に対する認識だとして"Wharton's

awarenessofthewayswomenarerenderedpowerless"(23)と指摘し

ているが、彼女もまたその犠牲者とも言えるであろう。

このスタークフィールドのような片田舎では、特に、まだ電気も十分に来

ていないような場所では、人々の考え方は極めて保守的であり、女性は淑や

かであることが求められていた。20歳のMattieは、新しい時代の若者たち

がそうであるように、新しい考え方を持ち始めていた。教会のダンスに出か
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けたり、同じ年ごろの男の若者たちと冗談を言い合ったりもしている。それ

でも、こと恋愛のこととなるとやはり保守的であり、女の方から恋愛感情を

直接的に表現することはタブーであった。Mattieにできることは、冗談と

本気のどちらにも考えられるような言い回しで、自分の気持をそれとなく相

手に知らせること位である。幸運なことに、Ethanの場合は恋愛感情を抱

いてくれたので、暗黙のうちに共通認識が出来上がっていくことになる。

Zeenaが診察のための小旅行から帰って来たあと、いよいよMattieがフ

ローム家を出て行かなければならなくなり、駅へ行く前にふたりで擢に乗る

ことにする。その場面ではお互いに直接的に感情を爆発させている。

"IsthiswhereNedandRuthkissedeachother?"she

whisperedbreathlessly,andflungherarmsabouthim.Herlips,

gropingforhis,sweptoverhisface,andheheldherfastina

raptureofsurprise.

“Good-bye-good-bye,”shestammered，andkissedhimagain．
"Oh,MattIcan'tletyougo!"brokefromhiminthesame

oldcry.

Shefreedherselffromhisholdandheheardhersobbing.

"Oh,Ican'tgoeither!"shewailed.
"Matt!What'llwedo?What'llwedo?"

Theyclungtoeachother'shandslikechildren,andherbody

shookwithdesperatesobs.

Throughthestillnesstheyheardthechurchclockstriking
five.

"Oh,Ethan,it'stime!"shecried.

Hedrewherbacktohim．“Timeforwhat？Youdon，tsuDDose

I'mgoingtoleaveyounow?"

"IfImissedmytrainwhere'dIgo?"
"Whereareyougoingifyoucatchit?"

Shestoodsilent,herhandslyingcoldandrelaxedinhis.
"What'sthegoodofeitherofusgoinganywhereswithoutthe

otheronenow?"hesaid.

Sheremainedmotionless,asifshehadnotheardhim・Then

shesnatchedherhandsfromhis,threwherarmsabouthisneck,

andpressedasuddendrenchedcheekagainsthisface."Ethan!

Ethan!Iwantyoutotakemedownagain!"
"Downwhere?"
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"Thecoast.Rightoff,"shepanted．"So'twe'llnevercomeup
anymore."

"Matt!Whatonearthdovoumean?"

Sheputherlipscloseagainsthiseartosay:"Rightintothe
bigelm・Yousaidyoucould・So'twe'dneverhavetoleaveeach
otheranymore."(67-68下線は引用者）

ふたりは「お互いがいないと生きてはいけない」存在だと告白し、別れを惜

しむ。しかし、この引用部分に描かれたEthanの言葉（下線部分）に注目

してみると、彼はしきりにMattieを引き留めようとしているように見える。

具体的には、「マット、君を行かせやしない｣、「マット、どうしよう、どう

しよう｣、「何の時間？君を行かせるなんて思っていないだろうね？｣、「列車

に間に合ったらどこに行くんだ？｣、「今じゃ、ふたりのうちの一人がいない

のに、どこへ行ったって仕方がないだろう？｣、「どこを滑るって？｣、「マッ

ト、どういう意味だ？」などであるが、よく見てみると、これらの反応は

Mattieの言葉とうまくかみ合っていないことが分かる。Ethanの言葉から

はまるでMattieが自分の意思で彼のもとを去っていくような印象を受ける。

このような重要な部分でもEthanのコミュニケーション能力不足が露呈し

てしまうのである。

汽車の時間がやって来て、もう駅に行かなければならないという時になる

と、Mattieが心中をもちかける。彼女は、ふたりで樟に乗って愉の木にぶ

つかれば死ぬことができるので、もう離れ離れになることはないと言って、

Ethanを説得するのである。最初、Ethanは拒否するが、すでに見てきた

ように、彼は外部要因には最終的には逆らわないことが分かっている。結局、

説得を受け入れ、ふたりで桶の大木に向かって擢を滑らせることになり、こ

うしてMattieはEthanを破滅へと導いていくのである。

したがって、陰鯵なフローム家に明るさをもたらしたMattieは、一見無

邪気な天使のようにも見えるが、実はEthanにとっては非常に危険な人物

であることが分かった。Mattieの発話は恐ろしい民として機能していたの

である。その証拠に、事故後24年たってフローム家で3人で生活している

Mattieを見てみると、全く輝きはなく、悪い魔法使いのような様子に描か
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れている。Leeが指摘するように"asecondZeena"(377)の状態になっ

ているのである。

こうしてEthanはふたりの女たちの面倒をみることになる。もちろん、

Mattieは体の自由が利かなくなっているのでEthanとZeenaに依存して生

きて行くしかないのであるが、先の引用部分「僕たちはいつも一緒にここで

暮らし続けて、いつかは彼女は僕の傍らに眠るだろう」と照らし合わせて見

ると、これはEthanの希望がかなったということでもある。彼にはMattie

が必要だったし、Mattieには彼が必要なのである。ふたりはお互いに依存

しあって生きて行くことになる(Wolff142)。

4

最後に、Ethanよりも7歳年上の妻Zeenaと他のふたりとの関係に注目

してみたい。Ethanが27歳の時にはZeenaは「既に年老いた女だった」

(shewasalreadyanoldwoman)(28)との描写がある。これは彼女の

容姿や顔のしわなどから判断した結果であるが、この観察はEthanの眼に

よるものであり、多分にMattieを意識した結果、彼女と比較した結果の描

写である。しかしながら、前述のように、EthanにとってはMattieは「第

二のZeena」であり、「母親」の役割も持っていることを考え合わせると、

このEthanの観察から彼自身がZeenaを「母親」視していることが分かる。

彼にとってZeenaは、Mattieのような恋愛の対象ではなく、いろいろと指

図をする「母親」なのである。その証拠に、Zeenaも口数は少ない方だが、

Ethanに対しては自分の意見を必ず強く主張する強情な人物である。Ethan

と喧嘩になったときには、自分がこんなに健康を害してしまったのはどうし

てかとか、どういう経緯でEthanと結婚したのかなどということを持ち出

し、彼が反論できないように追い込んでしまうのである。

たとえば、次の引用を見てみよう。診察してもらった医師から、Zeenaの

看病をしてくれる新しい手伝いの女の子が必要だと言われたと彼女が主張す

る場面である。
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Oflatetherehadbeenothersignsofherdisfavor,as
intangiblebutmoredisquieting.Onecoldwintermorning,ashe
dressedinthedark,hiscandleflickeringinthedraughtoftheill-
fittingwindow,hehadheardherspeakfromthebedbehindhim.

"Thedoctordon'twantIshouldbeleftwithoutanybodyto
doforme,"shesaidinherflatwhine.

Hehadsupposedhertobeasleep,andthesoundofhervoice

hadstartledhim,thoughshewasgiventoabruptexplosionsof
speechafterlongintervalsofsecretivesilence.

Heturnedandlookedatherwhereshelayindistinctly
outlinedunderthedarkcalicoquilt,herhigh-bonedfacetakinga
grayishtingefromthewhitenessofthepillow.

"Nobodytodoforyou?"herepeated.

"Ifyousayyoucan'taffordahiredgirlwhenMattiegoes."...
"Andthedoctordon'twantIshouldbeleftwithout

anybody,"Zeenacontinued."HewantedIshouldspeaktoyouabout
agirlhe'sheardabout，thatmightcome－”（17）

ここでZeenaは、Ethanが反論できない権威として医師を登場させている。

Zeenaには薬や医師の診察が必要なのであるが、実際に彼女が取り寄せてい

る薬は通信販売で購入しているものである。この時代には、「薬」と称され

ていてもその効能は非常に疑わしい民間治療薬を信用する者も多く、彼女が

取り寄せて服用している薬も本物の効き目がある薬ではない可能性が極めて

高い。アルコールを主成分として、服用すると体が温まり、効能があるよう

な気にさせられてしまう「薬」なのである（4の注釈4)。いわゆる「万病

に効く」類のいかがわしいものである。また、同じように、診察を受けた医

師に関しても詳しい情報はなく、真偽のほどもわからない噂で伝わってきた

情報にすぎない。そうではあっても、Ethanには、また、このスタークフィー

ルドという特殊な町の住人にとっては、それは十分に信用するに足る情報な

のである。

また、実際にZeenaがその医師の診察を受けたかどうかも作品中には明

確に書かれてはいないのであるが、Zeenaにとっても、またEthanにとっ

てさえもそれは問題とはならない。その道の「権威」の発言は否定しようが

ないからである。それがZeenaの最大の強みである。また、「結婚して1年
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とたたないうちに『病身」を募らせてしまい、それ以来、病気の例にかけて

は豊富なこの町でも目立つ存在になった」(withinayearoftheir

marriageshedevelopedthe"sickliness"whichhadsincemadeher

notableeveninacommunityrichinpathologicalinstances)(30)と

いう記述があるように、彼女ほどこの町で多くの病気を持っているものはい

ないとされているが、それは病気の症状に関しての言わば専門家、つまり

｢権威」だということになる。病気でない者にはその症状は理解しようがな

いのであるから、他の者にはそこに疑問を差し挟む余地はない。"sickliness"

と表現されているだけであり、実際の病気の真偽のほどは不明であるが、最

初からZeenaは病弱な人物として登場し、遠くの実際にはいかがわしいよ

うな会社から「薬」を取り寄せて服用し、噂を信じて診察を受けに行ったと

しても、非難のいわれはない。この時代、そしてこのような田舎では、いい

加減な「薬｣、素性の知れない「医者」であっても、十分に「権威」として

通用したのである。

また、彼女に看護師の経験があるということも彼女に権威を与えている。

それは専門的な知識と能力があるということを示しているからである。それ

らを持たないEthanには反論のしょうがない。その彼女が手伝いの女の子

が必要だと言いだす場面を見てみよう。

"Oh,Dr，Buck－”Ethan，sincredulityescapedinashortlau9h．
"DidDr・BucktellyouhowIwastopayherwages?"

Hervoicerosefuriouslywithhis."No,hedidn't.ForI'd'a'

beenashamedtotell〃加thatyougrudgedmethemoneytoget
backmyhealth,whenIlostitnursingyourmother!"

"Youlostyourhealthnursingownmother?"

"Yes;andmyfolksalltoldmeatthetimeyoucouldn'tdono
lessthanmarrymeafter－”

"Zeena!"...

Itwasthefirstsceneofopenangerbetweenthecouplein
theirsadsevenyearstogether,andEthanfeltasifhehadlostan

irretrievableadvantageindescendingtothelevelofrecrimination.
(46）
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診察を受けた地元のBuck医師にもフローム家の窮状は分かっているはずだ

とでも言うように、Ethanは手伝いの女の子を雇う話を笑い話にしようと

するが、それを聞いてZeenaは激昂する。自分の健康が優れないのは

Ethanの母親を看病したせいだと言い、「私の健康を取り戻すためにはお金

を出し惜しみする」と言いがかりを付け、さらに、7年前のふたりの結婚の

経緯にも言及し、「私の家族はみんな、こうなったらあなたは私と結婚する

しかないだろう」と言っていたと言い、Ethanを徹底的に叩きのめす。「み

んなが言っていた」とは権威を示すものであり、これもEthanには反論で

きないものである。また、Zeenaが病気がちであるということは、家族であ

れば何にかけてでも守ってやらなければならない状態にあるということであ

り、誰も強く反対することはできない。つまり、EthanがZeenaに冷たく

することなどできない構造が出来上がっているのである。権威を持たない者

は反論できないという弱点があるだけでなく、Ethanの場合には言葉が見

つからないので、"Zeena"と大きな声を出すことしかできない。このよう

にして、Mattieもそうであったが、ZeenaはEthanの母親としての立場を

獲得することになる(Goodman,EdithWharton'sWomen76)。したがっ

て、前述のようにEthanの眼から見ても「母親」に見えるだけでなく、Zeena

自身も「母親」としての役割を発揮するようになって来るのである。

また、この喧嘩によってEthanは「優越性を取り返しのつかないものに

してしまった」と感じているが、それはこの7年間辛うじてEthanが保持

していたと思われる男としての権威や誇りが粉砕されてしまったことを示し

ていると考えられる。こうして、Zeenaは自分の「病気」を人質にして生活

の主導権を握り、"ajoylesshypochondriac"(Lee376)になってしまう。

渡辺は、Zeenaにとっては「妻の座」も自分を優位にする要因になっている

と指摘している(105)が、確かに、Zeenaの立場からすると、妻であるこ

とでEthanはZeenaを家から追い出すことができないということになる。

しかし同時に、Ethanの視点に立つと、それは通常の意味での「妻の地位」

というのとは少し違う様相を呈する。先の引用で見たように、その地位はい

わばEthanから無理やり強奪したようなものである。したがって、彼とZeena

の間には、通常の結婚という愛情によるつながりはない。
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このふたりをつなぎとめているのはお互いへの依存関係であり、自分が必

要とされる位置である。そのことをはっきりと示しているのがZeenaの立

場を明らかにしている次の描写である。

Zeena'snativevillagewasslightlylargerandnearertotherailway
thanStarkfield,andshehadletherhusbandseefromthefirstthat

lifeonanisolatedfarmwasnotwhatshehadexpectedwhenshe
married・Butpurchaserswereslowincoming,andwhilehewaited
forthemEthanlearnedtheimpossibilityoftransplantingher.She
chosetolookdownonStarkfield,butshecouldnothavelivedina

placewhichlookeddownonher.EvenBettsbridgeofShadd'sFalls
wouldnothavebeensufficientlyawareofher,andinthegreater
citieswhichattractedEthanshewouldhavesufferedacompleteloss
ofidentity.(30)

Zeenaに必要なものは自分が操るべき対象であり、同時に、蔑むべき対象な

のである。彼女のプライドとアイデンティティに関わる町の大きさ（あるい

は、小ささ）であり、健康の対極にある不健康である。また、同じ意味で、

自分に対する同情でもある。しかも、これらの条件は巧妙に粉飾され、もっ

ともらしい理由をつけられてZeenaを有利な立場に立たせるのである。

Zeenaの発言と行動は自分自身を守るための隠れ蓑として機能していると言

うことができる。そして、Zeenaの求める条件を十分に満たしてくれるのが、

EthanでありMattieなのである。

24年前の擢の事故以降、3人の奇妙とも言える共同生活が始まる。「病気

がち」で体が弱っており、身の回りの世話をしてくれる女の子を必要として

いたZeenaが、EthanとMattieの世話をするのである。額に傷を負い、脇

腹も傷めているEthanと、首から下の自由が利かなくなっているMattieの

面倒を見ることが、Zeenaの生きがいとなる。一番病気がちであったZeena

は相変わらず通信販売の「薬」を飲みながらも、自分よりも劣勢な立場にあ

るこのふたりの面倒を見ることによって充実した生活を送っており、彼女の

自尊心は保たれているのである。それは、決してふたりのことを心配しての

ことではなく、自分自身の優越感のためである。さらに言うならば、介護す
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る対象を獲得したZeenaは、生き生きとした生活を送っており、もはや病

気がちである必要はないように思われる。つまり、彼女が「病気がちである」

必要性は、自分の居場所を確保するための手段だったのである。彼女はもと

もと健康であったのだが、Ethanの母親の看病という自分の役割が終わっ

た後、どこにも行くあてがなくなった。しかし、「病気がち」になることで

Ethanを手元に引き留め、「母親」の役割を果たすことができるようになっ

たのである。

結び

以上見てきたように、3人それぞれに必要なものがあり、奇妙な関係であ

るにも関わらす、そこには不思議な調和があることが分かった。

コミュニケーション能力に欠けるEthanに必要なものは、「終身刑の囚人」

として生きなければならない現在のこの苦しみを責任転嫁できる対象である。

誰かのせいにできれば問題はある程度解決する。何かの口実が必要なのであ

る。何かに依存しながら、しかもそれを口実にしなければならないという矛

盾した論理が彼にはある。彼が自分の望む状況を言葉を使ってうまく表現で

きないのも、そこには矛盾が存在するからだと言える。もし、論理的思考が

可能であるならば、Ethanは自分の非論理性に気付いてしまい、現在の状

況の中で生きて行くことは困難になる。したがって、責任転嫁ができるもの

であれば、それは冬の寒さでも、人間でも、スタークフィールドという場所

でも、何でも構わない。心中未遂事件のあとはZeenaとMattieの3人で暮

らすことになるが、Ethanにとっては、この苦しい状況から逃げ出せない、

逃げ出してはならないもっともな理由ができたことは、むしろ好都合であっ

た。他の若者たちがこの町から逃げ出したのとは違って、たとえそれが自己

欺臓であろうとも、彼にはこのスタークフィールドで生活し続けなければな

らないもっともな理由が明確になったのである。だからこそ、ふたりの女た

ちを支えることに人生の意味を見出だし、満足感を得られるのである。逆の

見方をすると、彼の人生は、ふたりの面倒をみなければならないという義務

感に大きく依存しており、そこに愛憎関係があったとしても、バランスが保
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たれているということになる。このふたりの存在がなければ、Ethanは

｢取り残され｣、静寂の恐‘怖におびえながら生きて行かねばならなくなる。

Mattieの場合は「運命の女」としてEthanの人生を左右し、心中は失敗

に終わったが、Ethanと生活するという目標はどうにか達成されたことに

なる。また、彼女の体が不自由であるということがEthanとZeenaに生き

甲斐を与える結果になっている。ふたりに依存しながらも、同時に、ふたり

に依存関係を許している立場にある。また、Zeenaの場合は、嫌悪すべき対

象、蔑むべき対象を獲得し、それを庇護することに自分の存在価値を見出し

ている。自分が必要とされることが彼女の人生における意義なのである。彼

女もまた、ふたりの面倒をみる立場にあるという自分の価値に依存しており、

その意味でふたりに助けられていることになる。

フローム家で生活する3人は、お互いに愛憎関係にありながらも、そこか

ら抜け出すことができない奇妙な共依存関係でつながっている人間たちとい

うことになる。それは単なる男女の三角関係ではなく、お互いを蔑みながら

も依存せざるを得ない「共依存の良」の関係にあると言わなければならない

だろう。そこには、これまで作者Whartonが描いてきたアメリカの上流階

級と同じ構図を見ることができる。この作品に描かれたマサチューセッツの

田舎の人間関係は決して特殊なものではなく、社会階層とも関係がなく、ど

こででも起こりうる人間関係だと言えよう。
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Co-dependencyTrapinEt加励F》､ome

ShiroIkeda

SYNOPSIS

ThisessayexaminestherelationshipsofthethreemaincharactersinEdith
Wharton'sEt加刀Frome(1911).Apartfromthenarratorwhoreconstructsthe
events,themaincharactersareEthanFrome,Zenobia("Zeena")Frome,and
MattieSilver.Acriticalsledaccidentoccurredtwenty-fouryearsago,when
Ethanwasstilltwenty-eight,Zeenathirty-five,andMattietwenty,andnowthey
arealllivingtogetherinahouse.

Ethanhassomethingtosayonmanyoccasions,buthecannotexpresshis
ideasverballyandalmostalwaysjustmumblesafewwords.Becauseofhislack

ofcommunication,hecannotestablishagoodrelationshipwithotherpeople.
AlthoughhehasaffectionatefeelingstowardMattie,hisfancyofspendingtime
withhersimplywhirlsaroundinhismind・Onesuchoccasion,adevastatingone
inhislife,istheaccident.HeispersuadedbyMattietoslidedownaslopeinthe
sledintoanelmtree.

Mattieisyoungandcheerful.ShegivesalivelyairtotheFromes,which
attractsEthansomuchthathefeelsgreataffectionforher,butitalsogives
ZeenaasenseofcrisisforherpeacefullifeasEthan'swife.Mattietriestotake
advantageofhimtosecureherpositionashis"wife"inthefuture.Assheis

poor,withnorelativesexceptforZeena,shehastograbanychancetosurvive
intheruralsociety.AndtheeasiestpossibletargetisEthan.However,
paradoxicalasitis,thesledcalamityandherinjuryinitresultinsecuringher
positionasaprotegeeinthehouseofEthanFrome.

Zeena'smarriagetoEthanwasnotbasedonmutualaffection.Justas

Mattie,shejustwantedherpositiona'sawifelegally.Herstatusisalso
supportedbyquasi-medicalauthorities,likemedicinesfromanuncertaincompany
and"diagnosis"fromadoctorwhoisfamousonlyinrumors.Sheknowsthat
theseareeffectiveenoughtomakeEthanbelieveherphysicalsituationandtake
careofher・Inthiswaysheassumescompletecontrolofthehouse・Whatshe
needsinherlifeissomethingtocontrolandsomethingtodespise.

Analysisofthethreemaincharacters'relationshipsmakesclearthatthey
areinaco-dependenttriangle.Theyneedeachothertolive,tosupport,andto
besupportedinthestrangerelationshipsofco-dependencytrapofhuman
behaviors.
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